












 ◆　災害時の情報共有の充実（新規）

　今後の検討課題としては、平成19年度の取り組みを継続して実施するとともに、下記の課題につ

いても取組んでいきます。

今後の主な取り組みについて

■ 連絡調整会議参加機関相互の災害時の情報共有システムの充実方法について検討を行うとと
　　もに、実施可能なものから具体化に着手します。
■ 防災ＬＡＮ、インターネット等を利用したテレビ会議システムの構築やテレビ会議システムの運用
　　の定着化を進め、整備された情報共有システムを用いた情報交換を実施します。

光ファイバーネットワーク図 テレビ会議システムの構築

情報共有システムによる情報交換

東南海地震及び南海地震の発生確率

3030年以内に震度年以内に震度66弱以上の揺れに見舞われる確率弱以上の揺れに見舞われる確率

震度6弱：人は立てず這うしかない
固定していない家具は移動・転倒，
耐震性の低い家屋倒壊，
ガス，配水施設の被害

26%以上6－26% 
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自然災害・事故等の発生確率との比較

南海地震東南海地震
地震の規模 M8.4M8.1
30年以内 発生確率 50％程度60-70％程度
50年以内 発生確率 80-90％90％程度

算定基準日
H20.1.1

出典：地震調査研究推進本部 地震調査委員会
「全国を概観した地震動予測地図2008年版」より






